
第 ３ ５ 回  栃 木 県 カ ブ ラ リ ー 

｠ １０月１７日（日）、第３５回栃木県カブラリーが、宇都
宮市総合運動公園において、開催されました。｠
｠ 秋晴れの空の下、県内各地より約８５０名のビーバー・
カブスカウトが一同に集まりました。｠
｠ 開会式の後、午前中は会場内ぱなぱなの森に設置した遊
具で、思う存分楽しみました。｠
｠ この遊具は、８月の第６回日本ベンチャー大会県内４ヶ
所の活動基地で作ったものを、前日から県内のベンチャー
スカウトと指導者で、準備しました。｠
｠ 昼食をはさんで、午後１時からはまた１ヶ所に集まり、
今回のテーマ「里山のたいしょう」友情ゲームが始まりま
した。（詳細は２ページの記事
にある通り）｠
｠ 最後には大きな「里山のたい
しょう」を中心とした里山の四

季の様子が出来上がりましたが、あまりにも大きなため、そ
の一部分をワッペンにして持ち帰ってもらいました。｠
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｠ 友達たくさんできたかな、パズルはうまく合ったか
な、９００ピースのパズルを合わせると里山の四季の
風景が一面に浮かび上がったの見えたかな。｠
｠ ひとりが、ひとつの牛乳パックを持ち寄って、その
牛乳パックが１ピースになって、１０ピースの大きな
ブロックができ、ブロックを積み重ねて一枚の壁が出
来、里山の風景が完成しました。｠
｠ １つひとつは小さいけれど、こんなにたくさん集ま
るとすごいんだな、みんなで力を合わせると何か大き
な事が出来そう、何でも出来そう、そう感じた人もいると思います。ひとつのピースが
足りなくてちょっと残念、どうしたんだろうと感じた人、せっかく組み上げたのに壊れ
てしまって、あ〜あ残念と思った人、みんないろいろ感じていたと思います。｠
｠ 再度組み上げて完成したものをゆっくり見てもらうことが出来て、スタッフ一同胸を
なで下ろしています。｠

｠ 友情ゲームパズルはどうでしたか。東部地区の女
性ペイントチームにより、準備を進めてきました
が、喜んでもらえるととても幸せです。準備を始め
たのは７月の末からで、週１回のペースで集まりデ
ザインを決め、下絵を書き、色を付けて１枚のシー
ルに仕上げていきました。当日は何人のスカウトが
参加してくれるだろう、ピースは余ってしまうの
か、それとも足りなくなってしまうのか直前まで気
をもんでいました。｠
｠ 予想以上の参加で、すべてのピースが参加者の手
に渡り、進行も思ったよりはスムーズに運び、アク
シデントも多少ありましたが、皆さんには褒めてい
ただけるのではないかと思います。｠
｠ これからも友情を広げる機会があったらどん
どん参加して、友達をたくさんつくってくださ
い。｠

カブラリー｠
｠ ｠ ペイントチーム｠ ｠
｠ ｠ 杉本万里子｠
｠ ｠ 鈴木真由美｠
｠ 戸部浩子｠

「里山のたいしょう」友情ゲーム｠ ｠ 友達たくさんできたかな？｠

閉会式後、約1000個分の牛乳パックをリサイク
ルするために切り開いているところ。｠
｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ・・・夕暮れ間近、山の上にて・・｠

やった～！完成した～！｠ と思ったら次の瞬間
ハプニングが・・・｠

東部地区指導者
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｠ 本年も１０月２４日県連会議室にて、
１４名の県内ベンチャースカウトの参加
を得フォーラムが開催されました。｠
｠ 『世界の仲間と共に』-平和｠ めざせ
ベンチャー平和の騎士を！！-をテーマ
に、事前に募集したフォーラム実行委員
会(ベンチャースカウト)が中心となり進
行を進め、討議題目「僕らの考える平和
の基準」として２つグループに分かれ、
討議が進む形となった。｠
｠ 運営すべてを実行委員を中心としたス
カウトの自主運営に任せたためか、活発
な意見交換の様子が隣室に居ても聞き取
れる程であった。せっかく机と椅子のあ
る会議室でやっているにも係らず床に車
座になっての討議は現代ベンチャースカ
ウト諸君の気風か？また現代青年の一面
をかいま見た感じであった。｠
｠ 初対面のスカウトがほとんどであった
が、いきなり打ち解けるのは指導者が介
入せず自らの自主運営だけではなく、彼
らが仲間を欲しているからだろう。その
証拠に一人で参加しているスカウトも若
干名いたが何のわだかまりもなく打ち解
けていた。我々ＶＳ指導者も、もう少し
現実に目を向ける必要を感じたひと時で
あった。｠

栃木県連盟スカウトフォーラム 

｠ 全体討議の後「行動を起こすための勇
気と意思を持とう」を採択事項とし、県
代表スカウトには、鹿沼１団の藤田祐基
くんを代表し選出した。話は前後する
が、午前中の基調講演「スカウト運動を
振り返る」では、ＢＰがブランシー島で
子供たちにゲームを指導している写真や
マフエキングでのＢＰの写真、腕時計を
最初に利用した軍人としてのＢＰの逸話
などはスカウトにとっては驚きのようだ
った。また、栃木県がスカウト運動に係
っている話など初めて聞くようでだいぶ
勉強になったようだ。｠
｠ 最後に相次ぐ実行委員のキャンセルに
も係らず最後までガンバッテ、フォーラ
ム進行をしてくれた那須７団の佐藤く
ん・今市２団の木村くん・安蘇１団の岡
田くんの各ベンチャースカウトに感謝い
たします。｠
｠

県プログラム委員長｠ 高尾｠ 一｠

習会開催｠
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 突然の誘いに迷うことなく、作原の自然の中

での研修に参加しました。かって20数年前、こ

の施設は、小学校でした。新任教師として赴任

した場所であり、あまりにも偶然の出会いに身

が引き締まる思いを感じました。｠
 研修所は、これで3度目ですが、今回は、一番

充実した研修であり、半世紀の人生を送ってき

た自己を見つめ直す機会となりました。特に、

カブスカウトプログラムの作成は、私の頭を白

紙にしました。3年間の学年差、組集会と隊集会

の関連、修得課目と選択課目等、まさにクロス

ワードの迷路に入り込み、カブスカウト活動の

奥の深さを学びました。｠
しかし、研修所で学んだ理論や実技もさるこ

とながら、スカウト活動を実践している仲間と

悩みや夢を語り合う時間の中で、これから自己

をどう生きるかを模索する機会を与えていただ

きました。｠
そして、何よりも、作原の自然、共に同じ道

を歩む仲間達、すばらしい研修プログラムを提供していただいた最高のスタッフの皆さんとの出会

いが、私自身のこれからのボーイスカウト活動への更なる一歩を踏み出すエネルギーを与えてくれ

ました。｠
最後に、白澤所長さんのお話にありました佐野常羽先生の清規三事である「実践躬行」「清究教

理」「道心堅固」が今でも脳裏に残り、これから自己発見のチャンス到来と感じ、追求してみよう

と思います。 

｠
｠ １０月３１日(日)、南那須少年自然
の家において、北部地区指導者講習会
が開催されました。｠
｠ 当日の参加者は６名でしたが、各セ
ッションをメモを取りながら、真剣に
受講されていました。｠
｠ 受講者の皆様には次のステップに進
まれることを期待します。｠
｠ スタッフの皆様、御苦労様でした。｠

北部地区指導者講習会開催｠

自己発見のチャンス到来！（ウッドバッジ研修所CS課程栃木第24期に参加して）｠
佐野第4団BVS隊長 津布久義秀｠

Ｗ Ｂ 研 修 所 Ｃ Ｓ 課 程 ｠ 栃 木 第 ２ ４ 期｠

｠ ９月２３日～２６日に田沼町作原グリーンスポーツ施設において、ウッドバッジ研修所ＣＳ課
程栃木第２４期が開催されました。｠
｠ 県外からの参加者も含め１６名の参加がありました。｠



｠ ９月１２日（日）、河内町中央公民館において、東部地区の指導者講習会が開催されました。｠
｠ 今回の講習会は出井肇主任講師以下東部地区内４名の講師、その他開催業務スタッフのもと、
１４名の参加者がありました。｠
｠ 参加者はスカウトの保護者、スカウト経験者、既にデンリーダーなどで活躍されている方、ま
た、いままで殆どスカウトに関わったことのない方など、様々でしたが、皆さん熱心に受講され
ていました。｠
｠ 更なる自己研修に励まれ
ることを期待します。｠

今年度後期の定型外訓練について   

 開発委員会では、定型外訓練を開催するに当たり、 

 

 

 

 

を大切にしていきたいと考えております。 

6月には、6NV栃木基地E群「冒険広場がまちにやってくる」においてパイオ

ニアリング活動を支援できる指導者の養成を目的として、『パイオニアリン

グ研修会』を開催しました。南部地区との共催により、31名の方に参加いた

だきました。 

今年度後期は、スカウトソング研究会と県キャンポリー連携プロジェクト

を開催する予定です。 

昨年、好評を博し、2年目となるスカウトソング研究会スカウトソング研究会は、平成17年1月30

日（日）、西部地区（今市市生涯学習センターを予定）へおじゃまする予定

です。『出前講座』的な性格をもった事業であり、外部専門家と県連トレーニングチーム・ソング研究

チームによりプログラム展開をします。今年は、ビーバー・カブスカウトの歌を中心にアクションソン

グ等を織り交ぜていく予定です。 

県キャンポリー連携プロジェクト県キャンポリー連携プロジェクトは、来年8月に開催される『栃木県キャンポリー』に向け、主とし

てBS隊指導者支援を目的として、各地区ごとに開催する予定です。他の地区と同じ内容になることもあ

りますが、地区によって違ってくる方が自然と言えるでしょう。大切なことは、各隊及び地区で今必要

な研修は何かを話し合い、タイムリーな企画をすることです。そのためには、地区ラウンドテーブル等

を活用して皆様方のneedsを反映していきたいと考えておりますので、地区開発委員会へご要望をお寄

せいただければと思います。 

定型外訓練は、明日の社会を担う青少年のための“大人”の研修の場明日の社会を担う青少年のための“大人”の研修の場であり、①自己探求（充電）、

②自己表現（放電）、③相互交流（つながり合い）の場でもあります。学ぶこともあれば、ときには、

自分も何かを提供できることもあるでしょう。そして、目的を同じくする仲間同士の交流を促進し、社

会にスカウティングの輪を広げていくいくことが、開発委員会の大きな役割と考えております。 

 ■ 皆様のneedsと各種事業との連携連携を図ること 
 ■ 県連・地区との協働協働（collaboration）によること 
 ■ 多くの方々が『共にかかわる』すばらしさを実感すること 

開発委員長 白澤 嘉宏 
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今から３０年くらい前。確か、私がハヤブサ班の次長だった頃だと思います。｠
県キャンポリーだったか、何の大会だったかまでは覚えていませんが、ナスカの森
で、いろいろな隊のボーイが集まってキャンプをしているときでした。テントの脇
で、班長や他の班員と小さな焚き火を囲んで、当時のアイドルだったＭちゃんやＪち
ゃんのことで盛り上がっているときに、テント脇の森の中で、密かに話している声に
誰かが気がつきました。全部は聞き取れなかったのですが、「てんぐ」「・・・さく
らしい」「・・・をほうのう」「あすの・・・」などという言葉が聞き取れました。｠
翌朝、他の班にも聞いたところ、同じような話し声が聞こえたようで、「・・・ど
う」「・・・よる」「はなが・・・」と聞き取れたそうです。そこで、皆で聞き取っ
た言葉を組み合わせてみると、「明日の夜、天狗堂に、花が咲くらしい」となるので
すが、「・・・ほうのう」だけがつながらないでいました。そのとき、隊長が「何を
話しているんだい」と聞いてきたので、皆で昨夜のことを説明すると、「それはたぶ
ん『お守りを奉納する』のことだろう」と言ったのです。「えっ！？」というと、隊
長が「確か、３０年前に、天狗堂の近くで咲く花を観た。そのときもボーイでキャン
プをしているときだった。不思議な花だった。でも、観られて良かったと、今でも思
っている」と言い出したのです。｠
確かに、キャンプしていた場所の近くには天狗が守っていると言われる「天狗堂」
がありました。すぐに天狗堂に行ってみたのですが、花が咲くような気配もありませ
んでした。戻って隊長に聞いてみると、「隊長のところには昨日の夜、こんな物が落
ちていた。もしかすると、これがお守りかもしれないので奉納してみれば」と出して
くれました。「こんな物」はちょっと変な形をしていたのですが、班ごとに天狗堂に
持っていって、置いてきました。｠
その夜、天狗堂に行ってみると、不思議な花が咲いていました。その花を観たとき
に、中学生ながら、ものすごく感動したことだけは今でも覚えています。｠
｠
あれから３０年。来年には同じナスカの森で県キャンポリーが開催されます。周期
的なことを考えると、県キャンポリーのときに花が咲く時期のようです。夜のヒソヒ
ソ話は天狗の会話だったのかもしれません。でも、県キャンポリー本番で気持ちと時
間に余裕がないと、天狗の会話が聞き取れないかもしれません。今からスカウト技能
を磨いて、県キャンポリーが楽しめるように準備してください。｠
｠ また、皆さんの団の中で、「ナスカの森に咲く花を観たことがありますか？」と
聞いてみてください。きっと、観たことがある人がいるでしょう。｠
｠
｠ナスカの森に咲く花｠ ｠ 今、久しぶりに花が咲こうとしているらしい｠

平成１７年度｠ 県キャンポリーに向けて・・・｠
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県副コミッショナー 

中村 哲也 



隊長のひとりごと・・・・ 

  ある日、集会が終わってからのリーダー達の話。 

｠ ｠ 「今年は、何人上進するんですか？」 

｠ ｠ 「えーと、7人かな」 

｠ ｠ 「まあまあの上進率ですね」 

｠ ｠ 「それもそうだけど、カブに入隊する子も毎年減ってるね。」 

｠ こんな話のやりとりがあった。そのことが頭の隅に何故か残った。 

｠ 家に帰ると、「お父さん、お買い物に行くから車出して」と、妻の声。行き
つけのスーパーに着くと、店内はお客さんで一杯。 

｠ 顔馴染みの店長に、「すごいお客さんですね。」 

｠ にっこり笑って店長が、「有難うございます。今は競争の時代ですから、お
客様に魅力のあるプランや企画で営業しないと、競争に負けてお客様が来なく
なってしまいますからね。」と聞いたとき、頭の隅で『パン！』と小さく何か
が割れた。 

｠ これだよ、スカウト活動だって同じだ。子供達が「喜ぶ事」「好きな事」
「興味のある事」「ワクワクする事」を考えて集会でやれば、スカウト達は集
まって来るぞ。もっとスカウトの身になって集会の内容を考えればよかったん
だ、指導者側の問題だったのか。 

｠ すると隣にいた妻が「問題？何さっきからぶつぶつ
言ってるの。問題はね、卵が私たちの分まで残ってい
るかよ！」と、にこっと笑った。 

｠ やっぱり、君は我が家の隊長だ。｠
河内1団｠ カブ隊長｠ 地神元陽 

県ベンチャースカウト大会 

     活動チーム員大募集！！ 

｠ 県プログラム委員会では、平成１７年３月１９日～２１日に那須
野営場で開催される「栃木県ベンチャースカウト大会」の活動チー
ム員を募集しています。｠
｠ ベンチャースカウトとともに楽しんでみたい指導者の皆さん、あ
なたの隠された才能を思う存分発揮してみませんか。｠
｠ 活動チームに入って活躍したい方は、県連までご連絡ください。｠
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ホームページもぜひ見てください。 

Http://ex.as.lancenet.or.jp/bstotigi/ 

「男体」は地球環境にやさしい大

豆を原料としたインク（ＳＯＹ 

ＩＮＫ）を使用しています。 

平成１６年｠ ｠｠

９月｠ ４日（土）｠ 理事会｠
９月｠ ４日（土）｠ 富士章面接｠
９月１２日（日）｠ わくわく夢体験の船実行委員会｠
９月１２日（日）｠ 東部地区指導者講習会（河内町）｠
９月１９日（日）｠ カブラリー実行委員会｠
９月２２日（水）｠ プログラム委員会｠
９月２３（木）｠
｠ ｠ ～２６日（日）｠

ＷＢ研修所ＣＳ課程栃木第２４期｠
｠ ｠ （田沼町｠作原グリーンスポーツ施設）｠

１０月｠ ２日（土）｠ 各種運営委員長会議｠
１０月１３日（水）｠ プログラム委員会｠

１０月１７日（日）｠ 第３５回栃木県カブラリー（宇都宮市）｠

１０月１７日（日）｠ グローバル委員会｠
１０月２１日（木）｠ 開発委員会｠
１０月２４日（日）｠ スカウトフォーラム｠
１０月２７日（水）｠ 組織委員会｠
１０月３１日（日）｠ 北部地区指導者講習会（南那須町）｠

｠ ｠

今後の予定｠ ｠

｠ ｠

１１月｠ ６日（土）｠ 理事会｠

１１月１４日（日）｠ わくわく夢体験の船実行委員会｠
１１月２０日（日）｠ 国際交流の夕べ（県連事務局）｠
１１月２６日（金）｠ コミッショナー会議｠

１１月２７日（土）｠
｠ ｠ ｠～２８日（日）｠

全国事務局長会議｠
全国ディレクター会議｠
技能章考査員講習会（那須野営場）｠

１２月｠ ４日（土）｠ 各種運営委員長会議｠

１２月｠ ５日（日）｠ 南部地区指導者講習会（佐野市）｠

平成１７年｠ ｠

１月｠ ８日（土）｠
｠ ｠ ｠ ～９日（日）｠ 新春の集い（真岡市）｠

１月｠ ９日（日）｠ 理事会｠
１月３０日（日）｠ スカウトソング研究会（今市市）｠

１１月１３日（土）｠ とちぎ教育の日｠

作：をかもと 
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